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備えあれば憂いなし

日頃より大変お世話になっております。

我が国での大雨や台風などの気象災害は夏季に集中して発生しています。自治体も

災害に備えて様々な取り組みを行っていますが、防災の基本は、市民一人ひとりが

「自分の身は自分で守る」という観点で防災意識を高めることが重要となります。

皆様のご家庭では「事前の備え」として、いざという時のための備蓄品や非常用品

は備えていますか？ この機会に検討してみてはいかがでしょうか。

今後とも、皆様のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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【林ひろふみプロフィール】

昭和４２年４月２６日 長崎市生まれ。

市立西町小学校、緑が丘中学校、県立長崎北

高校卒業、創価大学法学部卒

平成２年長崎市役所入庁～平成２２年１２月

市役所を退職（２０年９ヶ月在職）

現在、長崎市議２期。

６月市議会定例会から

ＭＩＣＥ施設整備事業費を含む補正予算可決！
２０２１年秋の開業目標。誘致対策の強化が重要。
交流の産業化のエンジンに！

本市では地方創生に向けた総合戦略として「交流の産業化」を

一丁目一番地に掲げております。長らく本市経済の中心であり、

基幹産業ともいえる造船業や水産業、これらの産業の推進力が経

済のグローバル化や人口減少によって減速している現状を考える

と、交流人口の拡大により、長崎に国内外から多くの人を呼び込

むことでそこに携わる雇用を増やし、観光に関する産業のすそ野

を広げていくことが本市の進むべき方向であることは間違いあり

ません。

従来の観光振興策から脱却し、本市がいまだかつて経験していな

い新たな「交流の産業化」というステージで大きく飛躍し、まちが

進化するためにも、その中核となる本事業は必須のものと考えます。

このような考えから、会派として賛成の討論を行いましたが、今

後も市民の皆様の声に耳を傾けながら事業の進捗について見守って

まいります。

特に今後重要となる、誘致受け入れ体制の充実については積極的

に推進を図ってまいります。

前議会では、関係者への周知・理解が不徹底ということで

減額となった学校給食センター施設整備に関する予算につい

て再度審議を行いました。

現状における問題点として、現在の給食施設の老朽化や設

備の差によって学校間に献立の違いがあること、食物アレル

ギーの対応について専用室がないためメ

ニューに限界があることなどが挙げられて

おります。この点を改善するために給食セ

ンターを整備することで、学校間での違い

がなく献立の多様化が図られ、安全性の高

いアレルギー対応食を提供できることは一

定の理解を得られるものと判断いたしまし

た。子どもたちの健全な育ちを確保するた

めに学校給食の充実に努めてまいります。
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日中平和友好条約４０周年

日中平和友好条約の締結から４０周年、公明党創立者の池田大

作・創価学会第３代会長（当時）が日中国交正常化提言を発表し

て５０周年の節目を受け、公明党長崎県本部として４月２２日、

長崎市内で公明党の山口那津男代表をお迎えして日中友好に関す

る公明党フォーラム～「長崎」と「中国」友好の絆～を開催しま

した。

公明党と中国の歴史について山口代表は、党創立者の国交正常化

提言とともに、公明党が結党以来、日中関係の改善に取り組んでき

た歴史を報告。「歴史をかがみとして未来に向かう日中のあり方が

望ましい」と述べた上で、「両国政府がさまざまな課題でもめるこ

とがあっても、公明党は一貫して中国と信頼関係を持ち、交流を重

ねてきた」と語りました。

日中友好新時代へ！

ほっとニュースっ！

去る6月30日、わが国から推薦していた「長崎と天草地方の潜

伏キリシタン関連遺産」が、バーレーンのマナーマで開催されて

いる「第42回ユネスコ世界遺産委員会」において世界文化遺産に

登録されることが決定しました。

１２の構成資産からなる関連遺産ですが、長崎市には「外海の

出津集落」「外海の大野集落」「大浦天主堂」があります。

他の県内8か所、天草の﨑津集落を併せた本資産は、１６世紀

にキリスト教が大航海時代を背景に極東の国日本へ伝来し、その

後の江戸幕府 による禁教政策の中で「潜伏キリシタン」が密かに

キリスト教への信仰を継続し、長崎と天草地方の各地において厳

しい生活条件の下に、既存の社会・宗教と共生しつつ、独特の文

化的伝統を育んだことを物語る貴重な証拠であることが評価され

ました。

長崎市のパブリックビューイングは外海の遠藤周

作文学館にて多くの関係者が見守る中行われま

した。

長崎市は２０１５年に登録決定した「明治日本の産業革命遺産」と併せて２つの世界遺産のある街にな

りました。これから遺産の価値を高め、地域の活性化に繋げていくためにも全市的な取り組みが重要です。

しっかりと発信してまいります。


